
  

氷に触れると「冷たい！」と言っているかのようなお顔で、 

氷に触れた手を引っ込めていました。 

又、氷が滑ってしまい掴むのが難しそうでした。 

遊んでいるうちに溶けて小さくなっていく氷に気が付き、 

氷が溶けて水になってしまうと、水の中に手を入れて氷を探しているようでした。 

氷が「ない！」と分かった時の不思議そうなお顔は可愛らしかったです♪ 

氷に食紅を入れて色を付けておき、画用紙の上を滑らせて色遊びをしたり、 

溶けた色水が混ざり、色が変わる様子を見て遊んでいきました。 

冷たい氷や寒天ゼリーにも触れて遊びました。 

寒天ゼリーは粘土よりも固いので握るとポロポロと崩れて 

どんどん小さくなります。 

つつくとプルプル♪握るとパサッむにゅ！ 

というような不思議な感触をしていますよ(*^^*) 

夏といえば水遊び！冷たい、お水に触れて遊びました♪ 

水車やジョウロを使って遊んだり、ミストを出して遊びましたよ(^^)/ 

 

夏 
 

公園に落ちている葉っぱも子どもたちにとっては、楽しく遊べる玩具です。 

春や夏に緑だった葉っぱが、赤、黄、茶色に代わっていく様子を見たり、 

踏んだり、握ったりしてパリパリ！カサカサ！という 

音や感触を楽しんで遊んでいきました。 

保育園の園庭で自然に出来た霜柱と氷を見つけました。 

子どもたちの顔よりも大きな氷を見つけましたよ。 

又、地面一面が真っ白になる霜柱は踏んだ時の感触や音を知らせると 

何度も足踏みして踏んでいました♪ 
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季節の遊び 


